
卓話 「少年鑑別所とは、怖いところ？少年鑑別所の機能について」 鹿児島少年鑑別所法務教官 塚田深雪様 

少年鑑別所について、どのような施設であるかご存知でしょうか。 

 少年鑑別所は、法務省に所属する機関の１つで、各都道府県に１庁（複数設置 

されている都道府県もある）設置されています。主に 20 歳未満の罪を犯した少 

年を収容し、医学・心理学・教育学等の専門知識や技術に基づき、非行や犯罪に 

影響を及ぼした資質上および環境上の問題となる事情を明らかにし、少年を更生 

に導くための最適な処遇指針を示すことを主たる業務としています。 

 少年鑑別所に入所した少年には、法務教官および法務技官と呼ばれる職員が処 

遇を行います。処遇とは、少年鑑別所における入所者の取扱い全般にわたるもの 

です。処遇の基本原則は、少年を明るく静かな環境に置いて、安んじて審判（成人の裁判に当たる）を受けられるよ

うにするとともに、そのありのままの姿をとらえて、資質の十分な鑑別が行われるようにする、とされています。 

 収容されることは、少年たちにとっては不利益ですが、退所時のアンケートに、落ち着いた環境でこれまでの生活

や非行について考え、自らと向き合うことができた旨を記載する少年も多くいます。 

 また、もう１つの主な業務として、非行及び犯罪の防止に関する援助が挙げられます。地域社会における非行及び

犯罪に関する様々な問題について、一般市民の方からの相談等に応じるほか、学校や PTA 等での講演及び講義等の依

頼にも応じています。これまで、少年鑑別所等の矯正施設は、施設内で業務を完結させることを中心とし、施設運営

の透明性が問題となってきました。収容された者のほとんどは、いずれ社会に戻り、生活していきます。そのために

も、地域社会に向けて開かれた施設となり、地域社会に対してどのような働き掛けができるのかが重要であると考え

られます。 

 普通に生活をしていると、かかわる機会も馴染みもありませんが、まず興味を持っていただけましたら嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内ロータリークラブのプログラム  ★印は例会場ないし例会時間変更 

ＲＣ 例会日 プ ロ グ ラ ム 例会場 ＲＣ 例会日 プログラム 例会場 

東 

9/15（木） 

クラブフォーラム サンデイズイン鹿児島 東南 
9/20(火) 

模擬面接勉強会卓話 サンロイヤル 

北 ★12 日中央、東合同例会 ﾚﾝﾌﾞﾗﾝﾄ鹿児島 城西 ★クラブ定款休会 東急 REI ホテル 

サ ザン 会員卓話 右田会員 東急 REI ホテル 西 

9/21(水) 

★観月会 18：30 山 形 屋 

鹿児島 9/16（金） 
外部卓話 南九州ケーブ

ルネット(株)山口様 
山 形 屋 西南 会員卓話 ゆ う づ き 

中 央 9/19(月) 祝日のため休会 山 形 屋     

 

●ホームクラブ出席率 80％を目指しましょう！ 

出席報告 第 2813 例会 第 2811 回訂正 

会員数 39(35)名 39(34)名 

出席数 26(24)名 27(25)名 

出席率 70.27％ 72.97％ 

 

●今後の予定 

9/21 (水) 
ロータリーを語り合う例会    

（社会奉仕について） 

9/28(水) 
会員卓話 升本喜之会員 

「ツーリズムの今を考える」 

10/5(水) 
第 4 回クラブ協議会（ガバナー公式訪

問前ガバナー補佐訪問） 

 

 

 

「ロータリーの友 9月号」注目記事紹介    松窪 寛 

① 9 月は「基本的教育と識字率向上月間」と「ロータリーの友月間」。アフリカのブルキナファソにおける第 2570 地区の取組

（28 頁から）、「友」の装丁や内容変更等（10 頁から）でそれぞれの関連記事を掲載しています。 

② 今年度が「ロータリー財団誕生 100 周年」記念の年度であり、3 頁の RI 会長のメッセージでは、1917 年度の第 8回年次

大会において第一次大戦に米国が参戦する中、世界中からロータリアンが参集したということで、会員の「力」をたたえてい

ます。そしてこの年次大会で当時の会長がロータリー基金設立を提案したことで、「リソース」という新たな「力」が加わり、見

出しにある「無敵の組み合わせ」ができあがった経緯を紹介しています。さらに、関連記事が13頁から、来年6月10日か

らのアトランタ国際大会開催、開催地アトランタ紹介へと続きます。24 頁からは国内での記念シンポジウム案内。40 頁に

は、2020 年の日本のロータリー100 周年への準備状況を記載しています。 

③ 右から 4頁以降、縦書きの特集では「社会になじむことが難しい若者支援」と題した柴田健・秋田大学教育文化学部教授

の講演の抄録を掲載。ひきこもり、ニート、児童虐待にも触れる中で、社会が問題視している事柄に対して、その言葉の定

義づけに対する問題提起がなされております。考えさせる内容です。 

④ 右から18頁、「卓話の泉」の「琵琶の魅力」には、薩摩琵琶の現状紹介と、同30頁には鹿児島中央RCが取り組んだ「赤

崎勇博士のノーベル賞受賞記念碑除幕式」の鹿児島関連の話題が載っています。 

 


